
 

平 成 ２ ５ 年 ２ 月 吉 日 発 行        第  １ ７  号    

風 をお こそう ～～      N o  １７  

仲田ゆう子 後援会だより 
 

後援会長  杉浦和夫 後援会事務所：島田市金谷３６４１ TEL： 0547-46-2000  

仲田ゆう子自宅事務所：島田市菊川６９番地の１  TEL：0547- 45-2368  FAX：0547- 45-5336 

      E-Mai l  ：yuko-n@tokai.or.jp ブログ http://ameblo.jp/nakada-yuko/ 

 

 

 

 
 

自
ら
の
目
で
現
地
を
視
察
し
、
現
場
の
声
を
聞
き
、

島
田
市
の
市
政
に
活
か
す
事
を
目
的
に
視
察
を
し 

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

〇
新
潟
県
小
千
谷
市
で
は
、
平
成
十
六
年
に
当
地
で
発

生
し
た
豪
雨
で
の
犠
牲
者
の
多
く
が
六
十
五
才
以
上

の
方
だ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
被
災
時
要
援
護
者

避
難
支
援
制
度
」
が
出
来
た
。
「
高
齢
者
の
名
簿
」

に
基
づ
き
、
い
ざ
災
害
時
に
お
い
て
救
援
の
手
段
と

し
て
役
立
て
る
制
度
で
あ
る
。
島
田
市
に
お
い
て
も

お
お
い
に
参
考
と
す
べ
き
制
度
で
あ
っ
た
。 

〇
青
森
県
八
戸
市
に
お
け
る
中
心
市
街
地
活
性
化
と
発 

展
に
つ
い
て
研
修
視
察
し
た
。 

平
成
二
十
三
年
二
月 

「
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
愛
称
「
は
っ
ち
」
が
、

開
館
し
、
中
心
市
街
地
の
歩
行

者
は
三
十
一
％
も
ア
ッ
プ
し

た
。
「
は
っ
ち
」
開
館
後
に
新

規
出
店
や
大
型
民
間
開
発
構

想
が
相
次
い
で
浮
上
し
た
。 

な
ど
の
説
明
を
受
け
る
。
島
田
市
に
お
け
る
「
お
り 

び
あ
」
周
辺
の
活
性
化
に
期
待
す
る
。 

〇
青
森
市
・
「
ね
ぶ
た
祭
り
」
や
多
く
の
観
光
地
を
抱

え
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
四
日
に
は
、
東
北
新
幹

線
新
青
森
駅
が
開
業
、
「
元
気
都
市
・
あ
お
も
り
」

を
目
指
し
て
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
。 

「
中
心
市
街
地
活
性
化
の
取
り
組
に
お
い
て
は
、

中
心
市
街
地
か
ら
郊
外
へ
総
合
病
院
と
図
書
館
を
移

転
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
を

助
長
さ
せ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
当
時
郊
外
へ
移

し
た
理
由
は
単
に
土
地
の
価
格
が
郊
外
の
方
が
安
価

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
も
う
中
心
市
街
地
へ
戻

す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。 

 

人
口
の
減
少
と
共
に
、
こ
れ
以
上
郊
外
に
も
空
洞

化
が
出
来
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
が
生
活
し
に
く
く

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
解
消
す
る
事
業
と
し
て
、
中

心
市
街
地
の
活
性
化
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
を
推

進
し
て
い
る
。
」
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。 

  

 
 

今
年
も
、
多
く
の
皆
様
か
ら
、
年
賀
状
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

尚
、
議
員
が
不
特
定
多
数
に
対
し
、
年
賀
状
を

出
す
こ
と
は
、
公
職
選
挙
法
で
禁
じ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
理
解
下
さ
い
ま
せ
。 

 

神
谷
城
地
区
の
拝
賀
式 

 

 

 

私
の
住
む
菊
川
・
諏
訪
原
城
史
の
あ
る
菊
川
七

組
・
猪
土
居
・
神
谷
城
・
の
地
域
で
は
、
一
月
一
日

に
集
ま
り
新
年
を
お
祝
い
し
ま
す
。 

特
に
神
谷
城
で
は
、
元
日
の
朝
八
時
か
ら
拝
賀
を

行
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
朝
早
く
か
ら
集
ま
り
寒
い
中

た
き
火
を
し
て
近
況
を
話
し
な
が
ら
八
時
を
迎
え

ま
す
。
近
年
こ
の
よ
う
な
行
事
を
行
う
地
域
は
少
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
元
日
の
朝
、
顔
会
わ
せ
を
し
て

今
年
一
年
の
無
事
を
お
互
い
に
願
う
こ
と
は
地
域

の
絆
を
深
め
る
た
め
に
も
有
意
義
な
こ
と
で
す
。 

企
画
を
続
け
て
下
さ
る
役
員
各
位
に
感
謝
申
し

上
げ
、
今
年
も
地
域
活
性
化
活
動
に
、
ご
協
力
と
ご

理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

毎年 1 月１日の朝 8 時より 

神谷城地区にある神社に集ま

り拝賀式が行われます。 

今年もキュッとしまった寒

さの中、元旦の顔会わせです。

良い年になりますよう祈りました。 

 

 

今
年
は
「
巳
」
の
年
で
す
。 

キ
ュ
ウ
リ
で
作
っ
た
「
へ
び
」
を
み
つ
け
写

真
に
と
り
ま
し
た
。 

「
巳
年
の
人
は
お
金
に
困
ら
な
い
」と
祖
母

が
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

私
の
所
属
す
る
会
派
「
清
流
会
」
で
の
視
察
の

様
子
で
す
。 

「
清
流
会
」
は
、
旧
金
谷
町
・
旧
島
田
市
・
旧

川
根
町
に
在
住
す
る
四
名
で
結
成
し
ま
し
た
。 

〇
安
全
な
木
材
チ
ッ
プ
（
ガ
レ
キ
） 

受
け
入
れ
に
賛
成
し
ま
し
た
。 

 

山田町の役場から写した写

真です。丘の上にあった役場

は無事でしたが、街は津波に

のみ込まれ、基礎だけが残っ

ている様子を見たとき、言葉

を失いました。 

災害ボラン

ティアセンタ

ー代表岡田栄

悟氏の指導で、

海に潜り捜索

にあった地元

ボランティア

青年達の活動

は「遺体発見を

目的とする残

酷で悲しい作

業だった」との

ことでした。 

 
 被災地では、未だに行方

が分からないご家族（ご遺

体）が大勢いるそうです。        

 安全な木材チップ（ガレ

キ）の受け入れが、一日も

早い被災地の復興支援に繋

がると信じ「清流会」では

受け入れに賛成しました。 
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昨
年
十
一
月
「
牧
野
た
か
お
参
議
院
議
員
国
政

報
告
」
が
、
佐
藤
正
久
参
議
院
議
員
の
記
念
講
演

と
共
に
、
「
み
ん
く
る
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 

  
 

  

 

  

       

平
成
二
十
四
年
十
月
十
八
日
～
十
九
日
の
二

日
間
に
か
け
て
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
震
災
時

に
お
け
る
配
水
池
施
設
等
の
復
旧
状
況
及
び
宮

城
県
名
取
市
に
お
け
る
復
旧
「
さ
い
か
い
市
場
」

の
状
況
を
視
察
し
た
。 

一
日
目
。 

陸
前
高
田
市
へ
向
か
っ
た
。
あ
の
奇
跡
の
一

本
松
で
有
名
に
な
っ
た
海
岸
線
は
、
か
つ
て
松

林
だ
っ
た
面
影
は
全
く
無
く
、
満
潮
時
に
は
仮

設
道
路
に
海
水
が
入
り
込
む
ほ
ど
地
盤
が
沈
下

し
た
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。 

長
部
水
源
地
は
、
越
前
高
田
市
に
複
数
あ
る

水
源
地
の
一
つ
で
あ
る
。
津
波
に
よ
り
全
滅
し

長
期
の
断
水
と
な
り
復
旧
ま
で
の
間
は
、
応
急

給
水
活
動
に
よ
り
生
活
用
水
を
供
給
し
た
。 

こ
こ
長
部
水
源
地
は
塩
分
が
入
っ
て
し
ま
っ

た
た
め
、
海
水
を
く
み
出
し
た
が
塩
分
は
収
ま

ら
ず
水
源
地
と
し
て
は
断
念
し
、
同
地
に
仮
設

配
水
池
を
緊
急
で
設
置
し
、
気
仙
配
水
池
か
ら

受
水
し
ポ
ン
プ
場
と
し
て
復
旧
し
た
。 

水
道
が
全
戸
給
水
す
る
ま
で
、
約
三
ヶ
月
か

か
っ
て
い
る
が
、
全
国
か
ら
水
道
復
旧
の
人
的

応
援
を
受
け
、
応
急
給
水
活
動
を
行
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
水
道
施
設
は
一
年
後
に
な

ん
と
か
仮
設
の
復
旧
が
な
さ
れ
た
。 

政
府
に
お
い
て
は
、
完
全
復
旧
を
平
成
二
十

五
年
五
月
ま
で
と
し
て
い
る
が
、
関
係
者
に
よ

る
と
、
か
な
り
難
し
い
目
標
の
よ
う
で
あ
る
。 

地
震
災
害
と
津
波
災
害
が
も
た
ら
し
た
水
道

復
旧
は
ま
だ
続
い
て
い
る
。 

 

                                  

あ

な

た

は

。 
尖
閣
諸
島
の
位
置
を
正
確

に
知
っ
て
い
ま
す
か 

 

二
日
目
。 

宮
城
県
名
取
市
は
、
東
部
有
料
道
路
が
堤
防

の
役
割
を
な
し
、
津
波
は
こ
の
高
速
道
路
を
越

え
な
か
っ
た
た
め
、
道
路
の
海
側
は
完
全
に
破

壊
さ
れ
、
反
対
側
は
無
傷
だ
っ
た
。 

こ
の
こ
と
か
ら
住
民
の
生
活
も
こ
の
道
路
に

よ
り
命
運
を
分
け
た
こ
と
に
な
る
。 

東
部
有
料
道
路
の
海
側
に
あ
り
、
完
全
に
破

壊
さ
れ
た
商
店
の
経
営
者
達
が
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
被
害
が
少
な
い
場
所
に
、
政
府
の
補
助
金
を

受
け
て
集
ま
り
「
さ
い
か
い
市
場
」
を
仮
設
さ

せ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。 

こ
の
仮
設
市
場
も
五
年
間
の
期
限
が
あ
り
、

元
の
街
が
復
旧
し
な
い
限
り
商
店
の
復
旧
も
な

い
等
の
問
題
が
多
い
と
説
明
を
受
け
た
。 

ま
た
、
『
津
波
が
押
し
寄
せ
て
歩
道
橋
に
よ

じ
上
っ
た
人
が
、
手
を
さ
し
の
べ
て
助
け
よ
う

と
し
て
い
る
人
の
横
で
流
れ
て
い
く
人
を
見
て

も
二
人
は
助
け
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。 

地
獄
を
経
験
し
た
私
た
ち
は
、
「
さ
い
か
い

市
場
」
の
「
さ
い
か
い
」
を
ひ
ら
が
な
に
し
、

被
災
に
よ
っ
て
停
止
し
て
い
た
事
業
の
再
開

と
、
お
客
様
と
の
再
会
を
目
指
し
て
ひ
ら
が
な

で
「
さ
い
か
い
市
場
」
と
し
ま
し
た
。
』
と
語

っ
て
く
れ
た
市
場
関
係
者
の
言
葉
に
、
大
井
上

水
道
企
業
団
議
会
議
員
全
員
が
、
今
回
の
視
察

は
災
害
時
の
水
道
復
旧
視
察
で
し
た
が
、
水
道

復
旧
だ
け
で
は
無
く
、
東
日
本
大
震
災
の
一
日

も
早
い
完
全
復
興
を
心
か
ら
願
っ
た
意
義
あ
る

視
察
で
あ
り
ま
し
た
。 

    

島
田
商
工
会
議
所
・
島
田
商
工
会
・
島
田
市

自
治
会
・
島
田
市
青
年
会
議
所
の
四
団
体
よ
り

「
議
員
定
数
に
関
す
る
陳
情
書
」
提
出
さ
れ
、

う
ち
三
団
体
は
削
減
の
検
討
と
な
っ
て
い
た
。 

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成
二
十
四
年
九
月
十

三
日
「
議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
が 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
井
上
水
道
企
業
団
議
会
議
員
研
修
報
告 

 

設
置
さ
れ
た
。
当
委
員
会
は
、
議
員
定
数
の
検
討
を

議
論
し
、
削
減
の
方
向
で
進
む
事
と
な
っ
た
。 

委
員
所
属
会
派
の
提
示
定
数
を
具
体
的
に
発
表
し
た
。 

創
造
島
田
は
二
十
一
人
・
維
新
塾
は
十
八
人
・
日
本

共
産
党
島
田
市
議
団
は
現
状
維
持
・
公
明
党
は
二
十
人
・ 

明
政
会
は
現
状
維
持
と
二
十
人
・
清
流
会
は
二
十
人
・ 

新
生
し
ま
だ
は
二
十
人
・
と
の
具
体
的
意
見
を
集
約
し

た
結
果
、
当
委
員
会
と
し
て
、
議
員
定
数
を
二
十
と
す

る
こ
と
を
、
次
回
の
市
議
会
定
例
会
に
於
い
て
、
議
員

発
議
で
提
案
す
る
こ
と
と
結
論
を
出
し
ま
し
た
。 

 

賛
成
多
数
で
可
決
す
る
と
思
い
ま
す
。 

よ
っ
て
五
月
の
「
市
議
会
選
挙
は
二
十
人
の
定
数
」
と
な

る
予
定
で
す
。 

あ

と

が

き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

仲
田
ゆ
う
子
後
援
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
五
年
が
幸

多
き
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
頃
は
，
仲
田
ゆ
う
子
を
ご
支
援
い

た
だ
き
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

昨
年
十
二
月
の
衆
議
院
選
挙
で
は
、
井
林
た
つ
の
り
氏
が

当
選
し
、
代
議
士
へ
と
進
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
今
年
は
選
挙
の
多
い
年
で
す
。 

五
月
十
九
日
島
田
市
・
市
長
・
議
員
選
挙
が
あ
り
ま
す
。 

六
月
に
は
、
知
事
選
挙
が
あ
り
、
七
月
に
は
、
参
議
院
の
選

挙
と
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

島
田
市
の
議
員
定
数
も
二
十
人
と
な
る
予
定
と
の
こ
と
、

厳
し
い
選
挙
戦
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
後
援
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
仲
田
ゆ
う
子
を
温
か
く
監
視
し
て
い
た

だ
き
、
お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

後
援
会
長 

杉
浦
和
夫 

 

 

 

 

 

◎ 

「
仲
田
ゆ
う
子
後
援
会
だ
よ
り
」
を
ご
愛
読
下
さ
り
あ
り
が 

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
お
名
前
等
不
手
際
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
ご
一
報
下
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。 

尚
、
こ
の
後
援
会
だ
よ
り
を
ご
迷
惑
と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
手

数
で
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
・e

-m
a

il  

等

で
お
名
前
と
ご
住
所
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
ま
せ
。 

次
回
よ
り
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

 

 

大
井
上
水
道
企
業
団
は
、

金
谷
地
区･

湯
日
地
区
・
牧
の

原
市
の
一
部
に
安
全
で
美
味

し
い
水
を
供
給
し
て
い
ま

す
。 

 

大
井
上
水
道
企
業
団
議
会

議
員
は
八
人
で
す
。
（
島
田

市
五
人
・
牧
の
原
市
三
人
）

企
業
長
は
島
田
市
長
で
す
。 

 

議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員

会 

信
頼
と
い
う
言
葉
が
政
治

と
社
会
か
ら
消
え
つ
つ
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
「
昨
日
よ
り
今
日
」
「
今

日
よ
り
明
日
」
ゆ
る
や
か
で
も

確
実
に
良
く
な
る
政
治
を
取

り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

ヒゲの隊長 

「佐藤正久参議院議員」 

の記念講演がありました。 

日
本
列
島
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
平

和
で
安
全
と
思
い
込
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。 

日
本
近
海
で
数
え
切
れ
な
い
国
家
主

権
を
脅
か
す
領
土
問
題
が
露
呈
し
て
い

ま
す
。
日
本
の
平
和
と
安
全
は
考
え
て
い

る
ほ
ど
盤
石
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
人
か

ら
受
け
継
い
だ
竹
島
、
北
方
領
土
、
尖
閣

諸
島
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

日
本
地
図
を
し
っ

か
り
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？ 

特
に
政
治
家
が
、
竹

島
や
尖
閣
諸
島
の
位

置
が
分
か
ら
な
い
で
、

な
に
を
論
じ
て
も
空

し
く
聞
こ
え
ま
す
。 

 


